
第２３回　ことのは大賞　入賞作品一覧

（受賞作品は現在、作者に句読点や文言等を確認しており、一部訂正する場合があります。）

【作品賞】

○一般の部

賞 作品 名前 都道府県名

知事賞

初給料
今日はおごりと
メニュー見せるけど
涙がにじみ
料理決まらず

江﨑  英樹 岐阜県

会長賞
「大きくなったら、何になりたい？」
「大きくなる時に決める！」
５歳の娘よ、これからの時代、それが正解かもしれないなぁ。

井上  瑞穂 大阪府

優良賞 子の熱が　下がって気づく　親の熱 非公表 非公表

優良賞
「あなたがちゃんと子育てしてるのわかるよ。子どもたちを見てたら。」
通りすがりのお婆さんに言われた言葉。
あたたかい、でも背筋がピンと伸びた気持ちになった。

近藤  加代子 神奈川県

優良賞 初登園　「なるべく早く帰る」　と息子 原　徹 非公表

優良賞
あなたによく似た孫がかわいい。同じことしてたのに、あのころは怒っ
てばかりでごめんだったね。

泉　緑 島根県

優良賞 「行かいたわ～」「寝とらいよ～」２歳でマスター　出雲弁 福田　巴子 島根県

○こっころの部

賞 作品 名前 都道府県名

知事賞
自転車の練習。「できなくても泣くな！」と言ってたママが、できるよ
うになったら泣いた。

非公表 埼玉県

会長賞

父の汚れた作業着を見て
口では［汚い］というけれど
心の中では［ありがとう］
と思える年になったよ

笠谷  想心 島根県

優良賞
卒業式の日にまで宿題を出した鬼担任。最後の宿題はひとつ。
「幸せになること」だった。

非公表 非公表

優良賞

学校の成績がダメだった私。
お母さんは言った。
「成績？そんなのいいのよ。好きなもの、得意なことをやってみたら～。」
目の前がぱぁ～っと明るくなった。

吉井  咲喜 群馬県

優良賞
学校へ行くとき何をしてても後まわしにして必ず「行ってらっしゃい」
を言いに来てくれる母

石賀  遼果 島根県

優良賞 こっちくんな、言うこと聞け、気分屋の母の口ぐせはひどい 坂本  孝仁 徳島県

優良賞 機械より母の声が強力な目覚まし 坂本  梓 徳島県



賞 作品 名前 都道府県名

こっころ賞
「要らないものは捨てなさい！」と怒る癖に、
私の赤ちゃんの時の靴を大事に置いている母。

非公表 兵庫県

こっころ賞
私が　病気にかかった時
お母さんが静かに泣いていたこと　知ってるよ。

岩田  あかり 島根県

こっころ賞

あと5ヶ月
上京のため家を出る
今までできなかった
ありがとうを今伝えたい

戸髙  眞耶 大分県

こっころ賞 家族背比べ　順位入れ替え戦が白熱中 内田  智宙 大阪府

こっころ賞
銅賞だったとき、銅は金と同じと書くから金賞と同じだよって励まして
くれたおばあちゃん。当時は色が違うじゃんとか思ってたけど、今は
やっと意味がわかったよ。

非公表 島根県

こっころ賞
「早く帰ってきてね」と母に言われ怒っていたが
今は「早く帰りたい」が口癖に。

西本  楓 島根県

こっころ賞 自分がつらくて暗いとき　「どしたん　話きこか？」といってくれるお母さん。 藤原  百芭 非公表

こっころ賞
母はちょっと変
「もう靴小さくなったの？」と怒り口調だけど
顔はうれしそう

非公表 兵庫県

こっころ賞
なんでだよ、ぼくばっかり、と思っていたけど、こんなに、たいへんな
のか、と父さんといっしょに家のことしてわかった夏

坂本  孝仁 徳島県

こっころ賞
「山！」「川！」「ただし！」「ママだ～！」帰ってきたときのイン
ターホンの会話。

伊藤  夏子 千葉県



【団体賞】

【審査委員特別賞】

・角まがるとうちの家族の笑い声 早足で帰る

・ママと手をつないでお出かけしたいけど
  友達の目が気になるお年頃  ピエン

・息子の部活仲間はみんな我が子同然
  推し活に忙しい公式戦

・家族背比べ  順位入れ替え戦が白熱中
　
・オレの弟  めっちゃかわいい  弟しか勝たん

　○社会福祉法人慈潤会　たちばな保育園

　〇松江市立皆美が丘女子高等学校

　○紅一点家族

・真夏の公園　まってよ、まってよ、ちょっとまって「笑顔と汗が光る君」

・「ママがいい」そんなに言うなら　ママになるわよ♡

・お母さん本当は何歳なの？　何歳設定だったかも忘れたよ。

・予定いっぱい５歳いわく「大変すぎて楽しすぎる」
　母も子育て楽しむね。

・大社旋風甲子園　我が家ではだっこ旋風　親の疲労は無限大∞

・泣いているといつも母が「廊下五往復スキップしておいで」
　涙がとまる魔法の言葉。私も子どもに受け継いでいこうと思う。

・朝夕の送り迎え。遠くからあの車が見えると安心する。

・毎朝起こしに来てくれる母を　ウソ寝しながら待っている。

・一日会ってないだけで「久しぶり」を言う兄。
　その言葉を聞くたびに毎日会える幸せを感じるよ。

・久しぶりに会う　従兄弟との会話　昔はおままごと　今は恋バナ


